「飼い主（ペット同行避難者）の皆様へ」

ペットの飼い主（ペット同行避難者）であるあなたは、この避難拠点で多くの方と共同生活を送らなければなりません。避難拠点に避難されている方には、動物が苦手な方や、動物のアレルギーをお持ちの方もいらっしゃいます。

避難拠点の中で、人と動物が少しでも気持ちよく過ごすため、次のことを守ってください。

（1） 飼い主ご本人（ペット同行避難者）が責任をもって飼育してください。

（2） 避難拠点に同行できるペットは次の動物です。

· 犬・猫等小動物

· 小動物とは、犬、猫、ハムスター、ウサギ、フェレット、小鳥、爬虫類などのペットをいいます。
· 他の避難住民やペットに危害を及ぼすと思われる動物は受け入れられません。
（3） ペットには首輪をつけるなど識別ができるようにしておきましょう。

（4） ペットは指定された場所につなぐかケージにいれて管理します。

（5） ペットに必要な物資（食餌・水・リード・首輪・ケージ・トイレ用品・薬）等は飼い主（ペット同行避難者）が用意してください。

（6） トイレは決められたルールを守りましょう。
（7） トイレの後始末は飼い主（ペット同行避難者）が速やかに行いましょう。

（8） 飼育場所・施設は常に清潔にしましょう。

（9） その他、他の方からの苦情や事故のないよう、気を配りましょう。
資料３１





避難拠点でのペットの飼育





ペットと同行避難してきた飼い主（ペット同行避難者）は全員「動物保護班」に加入し、「動物避難所」の運営・管理をしていただきます。


この場合、飼い主が傷病等で保護できない動物の保護もお願いしています。








